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武
井
正
明
（
改
革
連
合
）

　

�
安
心
安
全
な
小
金
井
市
を
目

指
す
施
策
を
進
め
る
た
め
、
�
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
創
設
す
べ
き

と
質
問
し
ま
し
た
が
ど
う
検
討
さ

れ
ま
し
た
か
。
�
世
田
谷
区
で
は

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
ス
ク
ー
ル

を
開
講
し
防
犯
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

が
本
市
で
も
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
部
長　

�
平
成　

年
度
中

１６

に
実
施
す
る
方
向
で
考
え
ま
す
。

　

�
防
犯
リ
ー
ダ
ー
的
な
者
を
育

て
て
い
く
こ
と
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�
駅
周
辺
の
開
発
整
備
と
小
金

井
市
の
将
来
に
つ
い
て
、
�
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

�
近
隣
市
と
の
税
収
比
較
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
�
将
来
に
見

る
小
金
井
市
の
税
収
構
造
を
ど
う

考
え
ま
す
か
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
地
元

地
権
者
説
明
会
の
後
、
２
月　

日
２０

都
市
公
団
か
ら
国
土
交
通
大
臣
に

事
業
認
可
申
請
を
行
な
い
、
４
月

末
ご
ろ
事
業
計
画
認
可
、
平
成　
１７

年
９
月
ご
ろ
工
事
着
手
と
な
り
ま

す
。
�
国
分
寺
市
や
武
蔵
野
市
と

比
較
し
て
も
法
人
市
民
税
、
固
定

資
産
税
も
著
し
く
低
い
。
�
少
子

高
齢
化
と
な
り
再
開
発
は
必
要
で

す
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

�
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
事
業
は
、

現
在
の
計
画
で
は
３
年
後
に
線
路

の
高
架
化
が
完
成
し
、
５
年
後
に

側
道
を
含
め
て
全
て
完
了
の
予
定

で
あ
る
。
�
側
道
の
完
成
を
待
た

な
い
と
高
架
下
の
利
用
は
で
き
に

く
い
と
聞
い
た
が
、
高
架
下
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ま
で
に
考

え
て
い
く
の
か
。
�
庁
内
で
の
検

討
結
果
は
災
害
対
策
用
倉
庫
や
文

書
倉
庫
な
ど
出
て
い
る
が
、
線
路

北
側
に
側
道
が
で
き
る
と
、
市
民

の
目
に
止
ま
り
や
す
い
し
、
利
便

性
の
高
い
場
所
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
公
園
、
起
業
支
援
策
と
し

て
の
一
坪
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
市
民
利

用
を
、
市
民
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
高
架
橋
の

完
成
す
る
３
年
後
ま
で
、
市
と
し

て
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
Ｊ
Ｒ
に

要
望
を
出
せ
ば
間
に
合
う
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。
�
高
架
下
は
、

今
の
在
来
線
の
幅
で
高
架
に
な
る

た
め
、
幅　

メ
ー
ト
ル
と
限
ら
れ

１１

た
空
間
だ
が
、
有
効
利
用
に
つ
い

て
幅
広
く
要
望
等
を
承
っ
て
い
き

た
い
。
平
成　

年
度
は
高
架
下
利

１６

用
の
方
向
付
け
、
利
用
目
的
、
利

用
方
法
、
利
用
場
所
な
ど
を
詰
め

て
い
く
年
と
思
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
に
、「
東
小
金
井
駅
北

口
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
」
を

質
問
し
ま
し
た
。

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

�
市
は
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

助
成
金
で
四
つ
の
会
館
に
備
品
を

購
入
し
た
。
助
成
金
は
自
主
防
災
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
な
ど
に
該

当
す
る
。
�
防
災
意
識
の
向
上
や

災
害
救
助
体
制
の
強
化
が
望
ま
れ

る
中
、
自
主
防
災
機
器
の
購
入
費

や
、
都
市
部
で
の
直
下
型
地
震
に

備
え
て
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
補
強
工
事
の
補
助
金
と
し
て

使
え
な
い
の
か
。
�
会
館
ク
ラ
ス

以
上
に
優
先
的
に
備
品
を
購
入
す

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
町
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
と
話
し
合
っ
て
管

理
が
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
、
丸

山
台
集
会
所
な
ど
備
品
の
劣
っ
て

い
る
集
会
所
へ
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
の
購
入
は
で
き
な
い
か
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
個
人
住
宅

の
耐
震
診
断
な
ど
は
助
成
対
象
と

は
な
ら
な
い
が
、
単
独
事
業
と
し

て
検
討
課
題
に
し
て
い
き
た
い
と

認
識
す
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
集
会
所
で

は
高
価
な
機
器
を
管
理
す
る
体
制

が
無
い
が
、
今
後
は
町
会
、
自
治

会
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
調

整
を
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

�
駅
前
駐
輪
場
の
確
保
と
放
置

自
転
車
対
策
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
と

積
極
的
に
協
議
を
し
て
い
る
か
。

　

総
務
部
長　

自
転
車
に
関
す
る

全
国
的
な
話
し
合
い
の
中
で
Ｊ
Ｒ

に
駐
輪
場
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。

ら
い
た
い
。
�
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー

を
設
置
し
な
い
か
。
�
体
育
課
が

新
し
い
利
用
者
と
教
室
や
サ
ー
ク

ル
等
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を

や
ら
な
い
か
。

　

教
育
部
次
長　

�
既
存
の
照
明

設
備
で
改
善
が
可
能
か
ど
う
か
検

証
し
た
い
。
�
設
置
に
努
力
す
る
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
利
用

案
内
、参
加
案
内
、ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
の
紹
介
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、
市
民
の
医
療
費
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
後
発
医
薬
品

を
積
極
的
に
使
う
よ
う
、
医
師
会

等
へ
の
働
き
か
け
を
求
め
ま
し
た
。

交
換
は
頻
繁
に
で
き
な
い
。
�
徘

徊
に
つ
い
て
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
貸
し
出
し

の
普
及
に
努
め
た
い
。
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
活
用
は
検
討
す
る
。

　

�
障
害
者
支
援
費
制
度
が
始
ま

り
１
年
も
た
っ
て
い
な
い
の
に
、

介
護
保
険
制
度
と
の
統
合
の
動
き

が
あ
る
が
、
現
在
策
定
中
の
障
害

者
計
画
へ
の
影
響
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

国
に
情
報
公

開
を
求
め
状
況
を
見
て
対
応
す
る
。

　

�
ご
み
収
集
の
有
料
化
の
説
明

で
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
努
力
し
た
人

と
し
な
い
人
の
線
引
き
の
基
準
は
。

　

環
境
部
長　

基
準
は
な
い
。

井
市
も
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

足
さ
せ
な
い
か
、
ま
ず
動
機
づ
け

を
し
て
年
齢
体
力
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

始
め
、
運
動
と
健
康
に
つ
い
て
の

認
識
を
高
め
、
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
早
急
に
発
足
さ
せ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
大
洋
村
の

健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

大
変
有
効
な
方
法
と
考
え
る
。
�

医
療
費
総
額
全
体
で
み
る
と
、
増

加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
�
健
康

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
に
つ
い
て

は
審
議
会
に
諮
問
し
、
早
期
に
答

申
を
も
ら
い
た
い
。
並
行
し
て
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
す
る
。

着々とすすむＪＲ中央線高架化工事

安全で歩きやすい道に改良を

Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
下

利
用
に
つ
い
て

駅
周
辺
の
開
発
整
備
と

小
金
井
市
の
将
来
は

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
金

の
使
途
に
つ
い
て

梶
野
通
り
を
安
全
で

歩
き
や
す
い
道
に

痴
呆
性
高
齢
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

超
高
齢
社
会
に
向
か
っ
て

小
金
井
市
は
ど
う
す
る
か

野
見
山
修
吉
（
市
民
の
党
）

　

�　

年
後　

歳
以
上
の
高
齢
者

３０

６５

人
口
は
約　

％
増
だ
が
、
痴
呆
性

６０

高
齢
者
は
３
倍
増
と
な
る
。
�
痴

呆
性
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

増
や
さ
な
い
か
。
�
気
軽
に
相
談

し
て
も
ら
う
た
め
の
普
及
啓
発
に

工
夫
を
。
�
事
業
者
連
絡
会
を
活

用
し
た
情
報
交
換
と
研
究
を
。
�

徘
徊
高
齢
者
へ
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
充
実
の
た
め
に
、
国
の
補

助
事
業
の
活
用
を
。

　

介
護
福
祉
課
長　

�
痴
呆
対
応

の
専
用
型
を
拡
大
す
る
よ
う
、
今

後
事
業
者
と
研
究
す
る
。
�
一
般

的
な
広
報
は
し
て
い
る
。
今
年
度

痴
呆
性
高
齢
者
対
応
の
研
究
事
業

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
を
作
り
た

い
。
�
困
難
ケ
ー
ス
以
外
の
情
報

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

　

�
梶
野
通
り
に
つ
い
て
、
�
歩

道
の
表
面
が
ガ
タ
ガ
タ
で
、
車
椅

子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
通
り
に
く
い
。

年
次
計
画
を
立
て
て
タ
イ
ル
の
張

り
替
え
を
行
わ
な
い
か
。
�
夜
、

暗
い
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
、
街

灯
の
移
設
を
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
街
灯
配
置
を
行
わ
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
全
線
張
り

替
え
る
の
は
か
な
り
の
手
間
な
の

で
、
全
線
見
直
し
を
し
て
、
悪
い

部
分
を
少
し
大
き
な
範
囲
で
取
っ

て
、
早
急
に
補
修
し
た
い
。

　

総
務
部
長　

�
現
場
を
調
査
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。

　

�
総
合
体
育
館
の
夜
間
の
利
用

が
し
や
す
い
よ
う
に
、
�
敷
地
内

に
街
灯
を
増
や
し
、
ま
た
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
の
明
る
さ
を
改
善
し
て
も

鈴
木
洋
子
（
公
明
党
）

　

�
ま
も
な
く
５
人
に
１
人
が
高

齢
者
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
、
こ

れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
ど
う
対

応
し
て
ゆ
く
か
は
、
早
急
に
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
�
大
洋
村
に
学

ぶ
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
運
動

に
力
点
を
お
い
た
事
業
に
取
り
組

み
医
療
費
を
削
減
し
た
こ
と
で
全

国
的
に
も
有
名
に
な
っ
た
。
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
テ
ッ
プ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
健
康
維
持
の

効
果
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。「
寝

た
き
り
０
を
目
指
し
」、
小
金
井

市
も
ぜ
ひ
参
考
に
し
な
い
か
。
�

健
康
と
医
療
費
の
関
係
に
つ
い
て
、

大
洋
村
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
小

金
井
市
に
あ
て
は
め
る
と
４
億
円

位
は
大
洋
村
方
式
で
医
療
費
が
削

減
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
�
小
金

一
般
質
問

各
会
派
の
略
称
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
日
本
共
産
党
）
日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団

（
公
明
党
）
小
金
井
市
議
会
公
明
党

（
改
革
連
合
）
改
革
連
合

（
改
革　

）
改
革　

２１

２１

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）
小
金
井
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
自
民
党
小
金
井
）
自
由
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
民
主
党
）
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
市
民
の
党
）
市
民
の
党

（
市
民
自
治
）
市
民
自
治
こ
が
ね
い

（
湧
湧
環
境
ク
）
湧
く
湧
く
環
境
ク
ラ
ブ

（
市
民
ウ
ェ
ブ
）
市
民
ウ
ェ
ブ

　
※
原
稿
は
市
長
部
局
の
答
弁
等
も
含
め
て

各
議
員
が
作
成
し
て
お
り
ま
す
。


